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はじめに 
 

区では、平成 16 年 10 月から港区コミュニティバスちぃばす（以下、「ちぃばす」といいます）

を運行し、地域交通の充実を図ってきましたが、「ちぃばす」の運行後も多くの区民から新たな

コミュニティバス路線拡大の声が寄せられました。そこで、平成 18 年度に「港区地域交通のあ

り方検討委員会」を設置し、区民や学識経験者とともに「ちぃばす」に限定せず、地域交通につ

いて幅広く検討を重ねてきました。そして、平成 19 年 10 月には、区民アンケート調査を行い

区民の日常生活における移動を詳細に把握し、平成 20 年 10 月には、地域交通のあり方検討委

員会からの提言やアンケート調査結果を踏まえ、「港区地域交通サービス取り組み方針」を策定

しました。平成 21 年 3 月には、平成 18 年度より段階的に検討を深めてきた港区の地域交通の

うち、対象を新たなコミュニティバス路線の導入に絞った「港区地域交通サービス実施計画」を

策定しました。この実施計画に基づき、コミュニティバスの運行事業者の選定やバス事業認可の

取得、バス停の設置等を経て、平成 22 年 3 月 24 日より、「ちぃばす」新規５路線の実証運行が

開始されました。 

本調査では、実証運行を開始した「ちぃばす」新規５路線に関し、移動実態調査や利用満足度

調査、定時性調査等を行い、各調査結果を基に港区地域公共交通会議や作業部会、路線別検討部

会の場を活用しながら、実証運行の事業の検証、評価、改善策を検討することを目的とします。 

なお、コミュニティバスは、高齢者や障害者、妊産婦をはじめとした区民、港区で働く人、学

ぶ人、訪れる人の区内での移動を支援する公共交通手段の一つですが、一方では、区が税金を投

入して事業を運営、継続していく以上、多くの区民に理解されるように事業の採算性にも留意す

る必要があります。従って、サービスの向上と経費拡大とのバランスを考慮しながら検討してい

くことが肝要です。 
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事業の検証・評価・改善の流れ 
平成 22年 3月 24日より港区コミュニティバス「ちぃばす」の新規 5路線の実証運行が開始

され、平成 22 年度はコミュニティバス事業の検証・評価・改善に関し、下記の流れで検討し

ました。 
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Ⅰ．新規５路線の検証 
 
港区コミュニティバス「ちぃばす」は、既存路線である「田町ルート」、「赤坂ルート」に加

え、平成 22 年 3 月 24 日から「芝ルート」、「麻布ルート」、「青山ルート」、「高輪ルート」、「芝

浦港南ルート」の新規５路線の実証運行を開始しました。路線によって多少の差はありますが、

運行開始より９月をピークに利用者数を伸ばし（図－１参照）、10 月には新規５路線の利用者

数の累計が 100 万人を超えました。９月から 12 月にかけて利用者数は減少傾向にあります。

しかしながら、平成 16 年 10 月 1 日から運行している「田町ルート」、「赤坂ルート」の利用者

数の推移をみると、夏をピークに冬に向けて利用者数が減少するものの、年度単位でみれば

年々増加していく傾向にあることから（図－２参照）、新規５路線についても、利用者数はこ

れからも増加していくと推測できます。 
今後、新規５路線の本格運行に向けて、「ちぃばす」が以下のコミュニティバスの基本理念

に基づくとともに、港区地域公共交通会議での議論も踏まえ、ホスピタリティ溢れるバスとし

て成長していくためには、対応すべき課題があることも事実です。 
 

図－１：新規５路線と既存２路線の月別利用者数（港区資料） 

図－２：既存２路線の月別利用者数（港区資料） 
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そこで、コミュニティバスの基本理念を踏まえ、交通まちづくりを推進するため 
○ 安全・安心のまちづくり 
○ 福祉のまちづくり 
○ 地域活動の活性化 
○ 子育て支援 
○ 地球温暖化への対応 

の５つの視点に着目し、本年度行った各種調査（移動実態調査、利用満足度調査、定時性調査、

運転士へのアンケート調査、寄せられた意見要望等）を参考にしながら、新規５路線を検証す

るとともに、本格運行に向けた課題を抽出します。また、新規５路線が既存２路線に与えた影

響についても検証しました。 
 

 
《コミュニティバスの基本理念》 

・さまざまな人が使いやすい地域交通ネットワークの構築と持続的な交通体系の整備

を目指します。 
・これらにより、区民等の移動を容易にし、日常生活の利便性や福祉の向上、地域の

活性化等を図っていきます。 
 

交通まちづくり 
区は、この基本理念を踏まえ、歩行空間や自転車の走行環境の整備を進めるとともに、

新たにコミュニティバスを導入して各地区総合支所などの公共施設をはじめ、病院や商店

街などの生活関連施設を結び、鉄道やバス等他の公共交通との乗り継ぎも考慮しながら、

地域交通のネットワークを構築し、ひとと環境にやさしい交通基盤を整備していきます。 
この基盤を活用し、安全で安心なまちづくりや福祉のまちづくりを促進するとともに、

地域活動の活性化、高齢者や障害者等の社会参加の促進、福祉サービスの向上、子育て支

援、地球温暖化への対応など区民の幅広いニーズに対応し、まちにかがやきとにぎわいを

生み出し、まちをはぐくむ「交通まちづくり」を進めます。 
 

【出典：港区地域交通サービス実施計画（平成 21年 3月）】 
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図－３：ちぃばすの利用目的［利用満足度調査］ 

１．安全・安心のまちづくり 

港区は、数多くの企業が立地し、都内有数の集客エリアを有するとともに、大量の自動車

交通が流入しています。健常者を含む多くの区民の方からは、「ちぃばす」の導入によって「地

下鉄の階段を上り下りしなくて済む」、「坂道の移動が楽になった」、「自転車からバスに切り

替えた」、「雨の日、暑い日、寒い日に助かる」、「通園、通学が便利になった」などの多くの

意見をいただいております。このことから、階段や坂道の移動を支援するバリアフリー対策

や放置自転車対策などに役立ち、区民の安全・安心の確保に「ちぃばす」が寄与していると

考えられます。ここでは、安全・安心のまちづくりに「ちぃばす」がどのように寄与してい

るかを、「高齢者の施設・病院への利用」、「子供の通学・通園」を指標として、以下の調査結

果より検証しました。なお、各調査の人数等は、新規５路線の平休日［平成 22 年 7 月 10 日

（日）、14 日（水）］を合計したものです。 
●ちぃばすの利用目的［利用満足度調査］ ·····················  図－３ 
●最終目的施設［利用満足度調査］ ·····························  表－１ 
●利用目的の年齢別割合［利用満足度調査］ ··················  図－５ 
●駐停車の多い停留所［運転士へのアンケート調査］ ······  表－２ 
●年齢別利用者数［利用満足度調査］ ··························  図－６ 

 
（１）福祉施設・病院等への移動に貢献 

利用満足度調査における『ちぃばすの利用目的』

（図－３参照）のうち、「④通院」に「ちぃばす」

を利用している人は、392 人［13％］と人数、割

合と共に比較的高い値となっています。また、利

用満足度調査における『最終目的施設』（表－１参

照）でも、青山ルートを除く全てのルートで病院

が上位に入っています。このことや、「④通院」を

60 代以上が過半数を占めている（図－５参照）こ

とから、高齢者の通院に「ちぃばす」が利用され

ていることが分かります。さらに、「港南の郷」や

「港南健康福祉館」が最終利用目的施設の上位に

入っていることから、「ちぃばす」が高齢者の安全

な移動に寄与していると考えられます。しかしな

がら、運転士へのアンケート調査における『駐停

車の多い停留所』（表－２参照）に示すとおり、各

ルートに駐停車の多いバス停が数カ所はあり、バ

スが歩道に近づけず、高齢者にとって乗り降りが

しにくい状況になっています。 
そこで、高齢者の利用をさらに促進させるため

図－４：ノンステップバスの構造 
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にも、地元警察等からの協力によりバス停付近の駐車車両を排除し、バスを歩道に近づけ

て停車させることで、ノンステップバスの構造（図－４参照）を活かし、歩道から段差な

くバスに乗車できるようにすることが必要であると考えます。なお、なるべく歩道に近づ

けてバスを停車するには、運転技術の向上も必要です。 

 
表－１：最終目的施設［利用満足度調査］ ［単位：人］ 

芝ルート 麻布ルート 青山ルート 高輪ルート 芝浦港南ルート 

新橋駅 32 港区役所 35 六本木ヒルズ 57 品川駅 77 品川駅 93 

慈恵医大病院 29 自宅 32 ピーコック 55 自宅 53 田町駅 38 

勤務先 21 麻布地区総合支所 23 赤坂地区総合支所 40 せんぽ東京高輪病院 48 勤務先 30 

田町駅 17 勤務先 21 表参道 24 高輪地区総合支所 23 自宅 32 

港区役所 14 麻布十番 16 自宅 15 三田駅 19 東京済生会中央病院 15 

自宅 7 六本木ヒルズ 16 表参道駅 14 田町駅 17 港南の郷 15 

田町ピーコック 6 愛育病院 16 港区役所 10 高輪警察署 16 ピーコック 13 

金杉橋 6 広尾駅 15 赤坂見附駅 8 勤務先 13 芝浦アイランド 12 

西新橋 3丁目 4 けやき坂 13 スーパー 8 田町スポーツセンター 11 芝浦ふ頭駅 10 

烏森神社 4 広尾 8 紀伊国屋 8 港区役所 10 港南健康福祉館 10 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表－２：駐停車の多い停留所［運転士へのアンケート調査］ ［単位：人］ 

芝ルート 麻布ルート 青山ルート 高輪ルート 芝浦港南ルート 

85 烏森神社 60 99 広尾駅 65 118 南青山六丁目 71 139 八つ山橋北 53 172 芝浦アイランド 46 

3  田町駅前 47 15 六本木けやき坂 43 121 南青山三丁目交差点 61 159 品川駅西口 48 167 芝浦アイランド 42 

30 田町駅西口 46 14-2 鳥居坂下 38 45  高橋是清翁記念公園前 56 140 品川駅西口 31 164 竹芝橋 39 

84 虎ノ門一丁目 38 91 六本木五丁目 37 117 西麻布四丁目 53 150 浅草線三田駅 31 54 芝浦四丁目 36 

4  浅草線三田駅前 37 32 六本木けやき坂 33 128 青山一丁目駅前 32   57 芝浦四丁目 31 

61 虎ノ門一丁目 33         

60 西新橋二丁目 30         

 

図－５：利用目的の年齢別割合［利用満足度調査］ 

：病院 ：福祉施設 
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（２）利用頻度が少ない子供の通学・通園 
移動実態調査における『年齢別利用者数』（図－６参照）を見ると、比較的満遍なく各年

代が利用していることが分かります。10 歳未満や 10 歳代の利用も合わせると約１割になり、

子供にもよく利用されています。しかし、利用満足度調査における『ちぃばすの利用目的』

（図－３参照）のうち、「②通学」や「③通園」に「ちぃばす」を利用している人は、34 人

［１％］、70 人［２％］と人数、割合と共に低い値となっているのは、徒歩、自転車、スク

ールバス等を利用していることも考えられます。 
そこで、通学、通園の交通手段の実態を

把握するため学校、保育園等への個別調査

を行い、教育委員会等と調整を図りながら、

通学、通園の交通手段のあり方、輸送能力、

運行時間帯の延長等について検討を深め

ることが必要です。 
 

図－６：年齢別利用者数［移動実態調査］ 
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２．福祉のまちづくり 

コミュニティバスは、高齢者や障害者などの交通弱者の移動支援を主な目的の一つとする

交通手段です。ここでは、福祉のまちづくりに「ちぃばす」がどのように寄与しているかを、

「高齢者の利用状況」、「障害者の利用状況」を指標として以下の調査結果より検証しました。

なお、各調査の人数等は、新規５路線の平休日［平成 22 年 7 月 10 日（日）、14 日（水）］を

合計したものです。 
●年齢別利用者数［移動実態調査］ ·····································  図－７ 
●ちぃばす運行による外出機会の増減［利用満足度調査］ ········  図－８ 
●外出機会の増減と年齢別割合［利用満足度調査］ ·················  図－９ 
●障害者の利用者数［移動実態調査］ ··································  図－10 
●駐停車の多い停留所［運転士へのアンケート調査］ ··············  表－３ 

 
（１）高齢者の外出機会の増加 

移動実態調査における『年齢別利用者数』（図－７参照）のうち、「60 歳代」が 1,801 人

［15％］、「70 歳代」が 1,104 人［9％］、「80 歳以上」が 185 人［２％］となっており、60
歳以上の利用者が 3,090 人［26％］と４分の１以上を占めています。 

また、利用満足度調査における『ちぃばす運行による外出機会の増減』（図－８参照）を

見ると４割以上の利用者が「①増えた」と回答しており、また『外出機会の増減の年齢別

割合』（図－９参照）を見ても、「ちぃばす」の運行によって高齢者の外出機会が増えてい

ることが分かります。 
そこで、高齢者がさらに外出しやすくするためにも、バス停環境の改善等の検討が必要で

あると考えます。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－７：年齢別利用者数 

［移動実態調査］※再掲 

図－８：ちぃばす運行による外出機会の増減

［利用満足度調査］ 
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（２）障害者への配慮 

移動実態調査における『障害者の利用者数』（図－10 参照）を見ると、障害者の利用者数

は 62 人［１％］と少ないのは、利用者数の調査方法が目視であることや、障害者等の施設

の専用バスを利用していることも考えられます。

また、運転士へのアンケート調査における『駐停

車の多い停留所』（表－３参照）を見ると各ルー

トに駐停車の多い停留所が数カ所あることから、

バスが歩道に近づけず、障害者にとって乗り降り

がしにくい状況になっています。 

「ちぃばす」では障害者への配慮として、液晶

ディスプレイによる車内案内表示（図－12参照）

や運転士に筆談具（図－13参照）を携帯させるな

どの対応をしています。 

さらに、障害者が利用しやすくするために、バ

ス停付近の駐車車両を排除し、バスを歩道に近づ

けて停車させることでノンステップバスの構造

（図－11 参照）を活かし、車椅子利用者や視覚障

害者でも安全に乗り降りができるようにするこ

とが必要です。その際には、障害者とバス運転士

との信頼関係を構築することも大切です。また、

なるべく歩道に近づけてバスを停車できるよう、

運転技術の向上も必要です。 

図－９：外出機会の増減と年齢別割合［利用満足度調査］ 

図－10：障害者の利用者数［移動実態調査］ 
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図－11：ノンステップバスの構造（再掲） 
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表－３：駐停車の多い停留所［運転士へのアンケート調査］※再掲 ［単位：人］ 

芝ルート 麻布ルート 青山ルート 高輪ルート 芝浦港南ルート 

85 烏森神社 60 99 広尾駅 65 118 南青山六丁目 71 139 八つ山橋北 53 172 芝浦アイランド 46 

3  田町駅前 47 15 六本木けやき坂 43 121 南青山三丁目交差点 61 159 品川駅西口 48 167 芝浦アイランド 42 

30 田町駅西口 46 14-2 鳥居坂下 38 45  高橋是清翁記念公園前 56 140 品川駅西口 31 164 竹芝橋 39 

84 虎ノ門一丁目 38 91 六本木五丁目 37 117 西麻布四丁目 53 150 浅草線三田駅 31 54 芝浦四丁目 36 

4  浅草線三田駅前 37 32 六本木けやき坂 33 128 青山一丁目駅前 32   57 芝浦四丁目 31 

61 虎ノ門一丁目 33         

60 西新橋二丁目 30         

図－12：車内の液晶ディスプレイ 図－13：筆談具のステッカー 
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３．地域活動の活性化 

コミュニティバスは、高齢者や障害者、妊産婦をはじめとした様々な区民の移動を支援す

る交通手段です。ここでは、地域活動の活性化に「ちぃばす」がどのように寄与しているか

を、「日常生活の利便性」、「行動範囲」を指標として以下の調査結果より検証しました。なお、

各調査の人数等は、新規５路線の平休日［平成 22 年 7 月 10 日（日）、14 日（水）］を合計し

たものです。 
●ちぃばすの利用目的［利用満足度調査］ ·········  図－14 

●最終目的施設［利用満足度調査］ ···········  表－４ 

●利用者数の多い運行区間［移動実態調査］ ···  図－16 

 
（１）日常生活の利便性の向上 

利用満足度調査における『ちぃばすの利用目的』（図－14 参照）では「①通勤」が 480
人［17％］、「⑤買い物」が 722 人［25％］と上位２つを占め、全体の４割を超えています。

同調査の『最終目的施設』（表－４参照）をみると、「勤務先」や「スーパー」が上位にな

っています。このことから、「ちぃばす」

は区民の日常生活に定着し、移動の利便

性を向上させていることが分かります。

また、「区役所」や「各地区総合支所」も

上位に入っており、地域の会合や区民の

サークル活動等にも寄与していると考え

られます。 
そこで、区民の日常生活における利便

性をさらに向上させ、地域活動の活性化

に寄与できるよう、今後は運行時間帯の

延長や運行間隔の改善等の検討が必要で

あると考えます。 

 
 

表－４：最終目的施設［利用満足度調査］※再掲 ［単位：人］ 

芝ルート 麻布ルート 青山ルート 高輪ルート 芝浦港南ルート 

新橋駅 32 港区役所 35 六本木ヒルズ 57 品川駅 77 品川駅 93 

慈恵医大病院 29 自宅 32 ピーコック 55 自宅 53 田町駅 38 

勤務先 21 麻布地区総合支所 23 赤坂地区総合支所 40 せんぽ東京高輪病院 48 勤務先 30 

田町駅 17 勤務先 21 表参道 24 高輪地区総合支所 23 自宅 32 

港区役所 14 麻布十番 16 自宅 15 三田駅 19 東京済生会中央病院 15 

自宅 7 六本木ヒルズ 16 表参道駅 14 田町駅 17 港南の郷 15 

田町ピーコック 6 愛育病院 16 港区役所 10 高輪警察署 16 ピーコック 13 

金杉橋 6 広尾駅 15 赤坂見附駅 8 勤務先 13 芝浦アイランド 12 

西新橋 3丁目 4 けやき坂 13 スーパー 8 田町スポーツセンター 11 芝浦ふ頭駅 10 

烏森神社 4 広尾 8 紀伊国屋 8 港区役所 10 港南健康福祉館 10 

 
 

図－14：ちぃばすの利用目的［利用満足度調査］※再掲 

：勤務先 ：スーパー ：区役所・総合支所 
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（２）行動範囲の拡大 
港区地域交通サービス取組方針における『区民が不便と感じることがあるゾーン間の移

動』（図－15 参照）における頻度が高い地域間と、移動実態調査における『利用者数の多い

運行区間』（図－16 参照）を比較してみると、概ね一致していることが分かります。このこ

とから、「ちぃばす」の運行が区民の移動手段の選択肢を増やし、行動範囲を拡大させると

ともに、区民の日常生活の利便性が向上していると考えられます。 
 
 

 

 

 

 

利用者の多い運行区間を示す 

（平成２２年７月調査時点） 

図－15：アンケート結果に基づく移動に不便を感じることがある地域間の移動 

 【出典：港区地域交通サービス取組方針】 

（注）平成 19 年 10 月に行った「地域交通サービス向上のための基礎調査」による区民

アンケート結果から、区民が「日頃、最も良く行く場所」と「時々行く場所」への移動

に不便を感じることがあるゾーン間の移動（双方向）とその頻度の合計を加味したもの

を図示しています。線の太さが太いほど、頻度が高いことを示しています。 
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図－16：利用者の多い運行区間［移動実態調査］ 
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４．子育て支援 

コミュニティバスは、妊産婦や乳幼児連れの母親の移動支援を主な目的の一つとする交通

手段です。ここでは、子育て支援に「ちぃばす」がどのように寄与しているかを、「子連れで

の外出機会」を指標として以下の調査結果より検証しました。なお、各調査の人数等は、新

規５路線の平休日［平成 22 年 7 月 10 日（日）、14 日（水）］を合計したものです。 
●子連れの利用者数［移動実態調査］ ········  図－17 

●ちぃばすの利用目的［利用満足度調査］ ····  図－18 

 
（１）子連れでの外出機会の増加 

移動実態調査における『子連れの利用者数』（図－17参照）では、子連れで利用している

（ベビーカーなし、あり含む）利用者は 992 人［９％］と比較的多い状況です。しかし、

利用満足度調査における『ちぃばすの利用目的』（図－18 参照）では、「③通園」の利用が

70 人［２％］と少ない値になっているのは、徒歩、自転車、スクールバス等を利用してい

ることが考えられます。 
これらのことから、子供を連れて外出する際には「ちぃばす」をよく利用しているが、保

育園や幼稚園への通園にはあまり利用されていないことが分かります。 
そこで、通園の交通手段の実態を把握するため保育園や幼稚園への個別調査を行い、関係

機関等と調整を図りながら、通園の交通手段のあり方、輸送能力、運行時間帯の延長等につ

いて検討を深めることが必要です。 
 
 
 

 
 

図-17：子連れの利用者数［移動実態調査］ 図－18：ちぃばすの利用目的［利用満足度調査］ 

※再掲 
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５．地球温暖化への対応 

コミュニティバスは、区民等の移動を容易にし、日常生活の利便性や福祉の向上、地域の

活性化等を図る交通手段であるとともに、地球温暖化にも対応することが求められています。

ここでは、地球温暖化への対応に「ちぃばす」がどのように寄与していくべきかについて、

電気自動車バスやハイブリッドバスの現段階での取り組み状況等について整理し、導入に向

けた検討の材料とします。 
 
電気自動車バスの歴史は古く、1948 年から 1950 年代初頭までの一時期に愛媛県新居浜市

交通事務所などでごく短期間導入されたほか、1970年代に東京都交通局や大阪市交通局が導

入するなど、各地で導入の試みがありました。近年では、環境省の「産学官連携先端技術普

及モデル策定事業」として、平成 21年から慶応義塾大学といすゞ自動車、神奈川県などが大

型の電気自動車バスを共同開発し、平成 23年には県内で量産化に向けた実証実験を開始する

予定です。また、富山市の中心市街地を循環するコミ

ュニティバス「まいどはや」（図－19 参照）では、平

成 22 年 2 月 14 日から 3 月 14 日まで、中央ルートの

１日全 31 便の内、９便で全国初の電気自動車バスの

実証実験を行いました。 

電気自動車バスとは多少異なりますが、近年ではハ

イブリッドタイプのバスも登場しており、都営バスや

横浜市営バスなどで導入されています。また、東京の

丸の内・大手町・有楽町地区の「丸の内シャトル」（図

－20 参照）や日本橋・八重洲地区の「メトロリンク日

本橋」で利用されているシリーズ型ハイブリッドバス

は、発電した電気を車載バッテリーに蓄電し、その電

気でモーターを駆動する一連（シリーズ）になってお

り、加減速を頻繁に行う市街地走行に適していると言

われています。 

このように、電気自動車バスの開発は進んでいるも

のの、未だ実験段階であるというのが現状です。ハイブリッドバスについては、主に大型車

両で各地の路線バスで導入されており、実用化に向けて開発が進んでいます。そのため、車

両価格や小型化、電池寿命、一充電走行距離、充電施設、保守点検、故障対応などの様々な

課題が残されており、現時点では、実用化に向けての動向を見極めている状況です。 

図－20：丸の内シャトル 

図－19：「まいどはや」の電気自動車バス 
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６．新規５路線が既存２路線に与えた影響 

新規 5 路線の運行が開始し、「ちぃばす」の運行範囲は区内に大きく広がり、区民の移動の

利便性を向上させています。利用者数の着実な増加傾向と、利用者による各ルートの良好な

評価からも、新規路線の必要性が感じ取れます。そこで、新規５路線が追加されたことで、

既存の２路線にどのような影響を与えたのかについて、以下の調査結果より検証しました。

なお、各調査の人数等は、新規５路線の平休日［平成 22 年 7 月 10 日（日）、14 日（水）］を

合計したものです。 
●他ルートへの乗り継ぎ［利用満足度調査］ ·····  図－21 

●既存２路線の月別利用者数［港区資料］ ·······  図－22 

 
（１）「ちぃばす」間の乗り継ぎ 

利用満足度調査における『他ルートへの乗り継ぎ』（図－21 参照）を見ると、「田町ルー

ト」への乗り継ぎが最も多くなっており、新規５路線の運行により「田町ルート」の利用

者数に好影響を与えています。また、『既存２路線の月別利用者数』（図－22 参照）を見て

も分かるとおり、新規５路線の運行開始に伴い「田町ルート」は平成 22 年度（４月～12
月）の利用者数が前年度に比べて７％増加しているのに対し、「赤坂ルート」は平成 22 年

度（４月～12 月）の利用者数が前年度に比べ８％減少しています。これは、「赤坂ルート」

は、他ルートからの乗り継ぎが少ないことと「青山ルート」と運行経路が重複している区

間があるためと考えられます。 
ただし、「ちぃばす」間の乗り継ぎを行

う利用者は 2 割以下にとどまっており、

「ちぃばす」を利用しての連続的な移動

は、現時点では少数であると考えられま

す。自宅付近や駅までの利用など近距離

での移動を目的としている可能性も大き

いですが、各バス停での乗り継ぎを考慮

したダイヤ改正等を行うことで、利用者

の利便性向上、行動範囲の拡大を検討す

ることが必要であると考えられます。 
 

図－21：他ルートへの乗り継ぎ［利用満足度調査］ 
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図－22：既存２路線の月別利用者数［港区資料］ 
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Ⅱ．新規５路線の評価 

１．事業収入の増加に向けた方策案 

平成 24 年度の本格運行に向け、現在は実証運行を行っていますが、本格運行においては、持続

的で安定性のある事業運営を確保するため、収支率の目標値を 50％以上に設定しています。ただ

し、実証運行期間中は、周知や利用定着の期間等が必要なため、収支率の目標値は 40％以上とし

ています。収支率が 40％以上確保できた場合は、本格運行に移行できることとしています。 
なお、『港区地域交通サービス実施計画（平成 21 年 3 月）［港区］』では、採算性の評価方法や

本格運行への移行条件を以下のように示しています。 
 

採算性の評価方法 

持続的で安定性のある事業運営を確保するため、コミュニティバス事業の運行経費に対

する運行収入の割合である収支率を採算性評価の指標として事業を検証していくことと

します。収支率は、これまでの「ちぃばす」の運行実績や区民アンケート調査結果、他の

自治体との比較をもとに、収支率の目標値を50％以上に設定しています。 

選定した５路線の中には、区民の地域交通改善へのニーズが高い地域を運行するものの、

狭あいな道路をきめ細かく運行する区間が長いことなどから区民以外の利用者が多く見

込めない路線もあり、路線毎に目標値を確保することが当面困難な場合も想定されます。 

また、交通まちづくりの視点で地域交通ネットワークを構築することがコミュニティバ

スの導入方針となっており、路線全体のネットワークとしての効果や課題を検証していく

必要があります。 

そこで、採算性の評価に当たっては、実証運行及び本格運行ともに５路線の収支率の平

均（全体評価）で事業評価することを基本とします。 

 

本格運行への移行条件 

新規路線の導入に当たっては、取組み方針に基づき、原則として２年間の実証運行での

事業評価を経た上で、本格運行に移行することとしますが、導入当初の周知・利用定着の

期間等を考慮して実証運行期間中については、５路線の収支率の平均で40%以上を目指す

こととします。 

実証運行完了時点で５路線の収支率の平均が40%以上確保できた場合には、本格運行に

移行し、収支率50％以上の早期達成を目指して事業検証と評価、改善を繰り返していきま

す。 

一方、実証運行完了時点で、５路線の収支率の平均が40%に満たない場合には、実証運

行期間をさらに１年延長して事業の周知徹底、走行ルートや運賃の見直し等の改善策を実

施します。 

実証運行期間を１年延伸しても５路線の収支率の平均が40%に満たない場合には、交通

まちづくりとしての効果の検証も踏まえた上で、事業全体の見直しを検討します。 

 

【出典：港区地域交通サービス実施計画（平成 21年 3月）】 
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（１）「ちぃばす」新規５路線の収支率 
 

「ちぃばす」新規５路線の平成 22年度の想定収支率は以下のとおりです。 

 
 

●全体収支（平成 22 年度想定） 
    １ 想定収入   ①運賃収入   １８５，５８２千円 
             ②広告料ほか   １２，２８９千円 
               計（Ａ）  １９７，８７１千円 
 
    ２ 想定経費   ①運行経費   ４００，７７７千円 （運転士人件費、燃料費、その他経費）  
             ②一般管理費   １５，８７５千円 
               計（Ｂ）  ４１６，６５２千円 
 
    ３ 想定収支率（Ａ÷Ｂ）  ４７．５％ 
 
 

●路線別収支率（平成 22 年度想定） 
・芝ルート    ３９．２％ 
・麻布ルート   ３２．１％ 
・青山ルート   ５９．７％ 
・高輪ルート   ６３．２％ 
・芝浦港南ルート ４９．４％ 
 
※平成 22 年度（平成 22 年 4 月から平成 23 年 3 月まで）の収入の算定は、平成 22

年 4 月から 12 月までの実績額を実績日数（275 日）で割った 1 日当たりの平均収

入に、365 日を掛けた額を想定額としています。 
※平成 22 年度（平成 22 年 4 月から平成 23 年 3 月まで）の経費の算定は、平成 22

年 4 月から 12 月までの実績額をもとに、年間経費を算定しています。なお、各ル

ートの経費の額については、経費の項目毎に運行距離、車両台数、運転士の人数

等をもとに按分率を設定し算定しています。 
 

【経費を路線毎に按分するための要素】 
 芝ルート 麻布ルート 青山ルート 高輪ルート 芝浦港南 

ルート 

運行距離 12.8km（17%） 16.5km（24%） 11.2km（16%） 13.7km（20%） 15.8km（23%） 

車両台数 ５台（22%） ６台（26%） ４台（17%） ４台（18%） ４台（17%） 

運転士人数 13 人（19%） 17 人（25%） 11 人（16%） 13 人（20%） 13 人（20%） 
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以上のように、路線によって多少の差はあるものの、新規５路線全体では想定収支率が

47.5％となっており、実証運行における目標の 40％を上回り、本格運行に向けて概ね順調であ

ると言えます。なお、高輪ルートや青山ルートについては、収支率が約 60 パーセントと良好

な数値となっています。このことは、運行距離が比較的短く車両台数も４台のため経費が少な

い反面、乗車人数が多いことが収支率を高めています。 
一方、麻布ルートについては、約 30 パーセントと低くなっています。このことは、運行距

離が長く車両台数も 6 台と多く経費が大きい反面、乗車人数が多くないことが収支率を低くし

ています。 
なお、本調査では想定事業収支を用いて新規５路線の評価を行いましたが、次年度以降は、

今年度の収支や経費のデータが出揃うことから、路線別の収支率を基に、さらに踏み込んだ調

査・検討を行うことが必要であると考えます。そして、それらの調査・検討を基に、利用者数

を増加させる方法、サービス向上と採算性のバランスなど、様々な観点より分析を行い、評価

することが必要であると考えます。 
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２．実証運行から見えてきた課題 

移動実態調査や利用満足度調査、定時性調査、運転士へのアンケート調査、寄せられた意見

要望、港区地域公共交通会議、港区地域公共交通会議作業部会、港区地域公共交通会議路線別

検討部会での調査結果や意見等を踏まえて課題を抽出し、改善の目標時期を短期（１～２年）、

中期（３～５年）、長期（６年～）の３つに分類し整理しました。 

さらに、コミュニティバスの基本理念を踏まえ、交通まちづくりを推進するための５つの視

点に着目して検証した結果についても同様な課題が抽出されました。 
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Ⅲ．新規５路線の改善 

１．「ちぃばす」の改善事項 

 

「ちぃばす」新規５路線では、区民の利便性の向上や利用者数の増加に向けた課題解決の一

環として、以下の事項について改善に取り組んでいます。 

 

（１）芝ルートの定時性の確保 

芝ルートでは、平成 22 年 6 月 26 日（土）から定時性確保のためバス車両台数を４台から

５台に変更し対応しています。 

 

（２）起終点のバス停留所における一旦降車及び追加料金徴収の改善 

①麻布ルート 

麻布ルートでは、平成 22年 6月 26日（土）からバス停留所 No.68「港区役所」で一旦

降車せず、追加料金も徴収しないよう対応しています。 

 

②高輪ルート 

高輪ルートでは、平成 22年 6月 26日（土）からバス停留所 No.150「三田線三田駅前」

で一旦降車せず、追加料金も徴収しないよう対応しています。また、循環ルートに変更

しました。 

 

（３）運転士の態度やマナーの向上 

 利用者の方から、運転士の態度やマナーに関するご意見等をいただいた場合は、バス運行

事業者へその内容を伝え、原因調査や改善等の指導を逐次行っています。 

 

（４）バス停の移動（５カ所）・新規設置（14 カ所） 
NO.136及び No.184「品川駅東口」バス停については、「こうなん星の公園自転車駐車場」

の工事が完成したことから、バス利用者の利便性を高めるため駅寄りに移動します。また、

No.10 及び No.24「赤羽橋駅前」バス停や No.107「六本木五丁目」バス停については、交通

の円滑性を高めるため移動します。（図－23参照） 

更に、バス停間隔が長い区間において、バス停予定箇所の隣接者や交通管理者等の了解

が取れたため、14 カ所について新規設置します。（図－23参照） 

 

（５）バス停名称の変更 
バス停の名称と住居表示との整合を図るため、「北青山二丁目」を「青山二丁目交差点」

に、「八ツ山橋北」バス停を「高輪四丁目」バス停に変更します。（図－23参照） 
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図－23：バス停留所設置、名称変更の予定箇所図［港区資料］ 
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（６）バス停環境の改善 

港区地域公共交通会議や利用者の意見を踏まえ、品川駅東口のバス停の移設に併せて、

バス停に屋根とベンチを設置します。田町駅東口（芝浦港南ルート）にもベンチを設置し

ます。 
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２．「ちぃばす」の利用促進につながる取り組み 

「ちぃばす」の利用促進につながるような取り組みは、コミュニティバスの運行所管だけで

なく、他の所管等においても実施しています。 

 
（１）観光情報誌「ハレノヒ」、港区観光マップ 

港区産業振興課では、年４回（６月、９月、12 月、２

月）発行する観光情報誌「ハレノヒ」（図－24参照）に「ち

ぃばす」の１日乗車券を活用し、区内の各所を巡る小さな

旅『ちぃ旅』（図－25参照）を掲載しています。 

また、産業振興課では、区内の名所・旧跡などを周遊観

光していただくために、港区歴史観光イメージキャラクタ

ー「江
ごう

姫
ひめ

」をあしらった４カ国語による「観光マップ」（図

―26 参照）も作成しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－24：観光情報誌「ハレノヒ」 

［港区資料］ 

図－25：観光情報誌「ハレノヒ」に掲載されている『ちぃ旅』［港区資料］ 
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図－26：港区観光マップ［港区資料］ 
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（２）散策マップ「ちぃまっぷ」（案内標識） 

港区芝地区総合支所では、「ちぃばす」のバス停を起点として、

歴史、文化等の魅力スポット、旧町名由来板設置場所等を結んだ

お散歩コースや福祉施設、病院等を表示したエリアマップ『ちぃ

まっぷ』（図－27参照）を作成しています。地域住民や観光客な

ど様々な人に芝の魅力となる場所や地域の施設を効果的に発信

し、地域の交流を深めるため、『ちぃまっぷ』を表示した案内標

識をバス停付近に設置していきます。（図－28参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）コミュニティバス探索サイト「コミたん」 

株式会社ヴァル研究所は、交通手段の経路検索ソフトのパイオニアとして 20 年以上に渡

り、「駅すぱあと」を提供しており、2009 年 4 月には、路線バス 50 社・コミュニティバス

60 自治体に対応し、コミュニティバスの情報を収録した「コミたん」（図－29 参照）を 2009
年 11 月に開設しました。「コミ

たん」は、「ちぃばす」にも対

応しています。 
「コミたん」の活用により、

コミュニティバスの運賃、ダイ

ヤ、停留所、乗り換え等の情報

の検索が可能となっています。 

今後は、「ちぃばす」のホー

ムページに「コミたん」のリン

クを貼るなど、さらなる利便性

の向上を図ることが考えられ

ます。 

 

図－27：ちぃまっぷ 

［港区資料］ 

図－29：コミたん［株式会社ヴァル研究所ＨＰ］ 

図－28：案内標識設置イメージ［港区資料］ 
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（４）バスロケーションシステム 

「ちぃばす」を運行する株式会社フジエクスプレスでは、携帯電話やパソコンなどの端

末から、現在バスがどこを走行しているのか運行状況を確認できたり、時刻表やバスの所

要時間などを見ることができる「バスロケーションシステム」（図－30・31 参照）を採用し

ており、「ちぃばす」の利用促進につながっています。 
 
 
 

図－30：バスロケーションシステム［株式会社フジエクスプレスＨＰ］ 

携帯電話の方

はこのＱＲコ

ードを読み込

みます 

パソコンの方

はこのＵＲＬ

をクリックし

ます 
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図－31：バスロケーションシステムによるバス運行状況画面 

［株式会社フジエクスプレスＨＰ］ 

運 行 中

の バ ス

の位置 

運 行 中

の バ ス

の位置 
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３．「ちぃばす」の収支率改善に向けた取り組み（案） 

 
「ちぃばす」新規５路線の本格運行に向けて、さらに収支率を上げるためには、事業収入の

増加を図ることが重要となっています。現在の「ちぃばす」の事業収入は、運賃、補助金、車

内広告費であり、利用者数を増加させる検討はもとより、他の収入を検討することも重要です。

そのためには、以下のような取り組みが考えられます。 
 

（１）車体広告 
現在の「ちぃばす」の車体には、沿線の学校の児童

や生徒のデザインを採用しており、子供や乳幼児をも

つ母親などからは好評を得ています。しかし、事業収

入を増加させるために一部のバスに車体広告を取り

入れ、事業収入を確保することが考えられます。 
 

 

 

（２）バス停広告、ネーミングライツ 
バス停環境の改善の一つとして、バス停に屋根を設

置することが考えられます。そこで、バス停に広告ス

ペースを設けることや、バス停名称に会社名などを符

号するネーミングライツなどにより、広告収入を得る

ことで、事業収入を確保することが考えられます。 
 

 

 

（３）吊革広告 
バス車内の吊革に広告物を設置することで、事業収

入を確保することが考えられます。 
 

 

 



資料２

平成 23年度の進め方（案）平成 23年度の進め方（案）

平成23年
４月 ８月 １月 ３月12月

平成 24年

調査

検討

会議

調査準備調査準備

調査集計調査集計

利用者意向調査　等利用者意向調査　等

課題整理及び対応策検討課題整理及び対応策検討

本格運行に向けた検討本格運行に向けた検討

とりまとめとりまとめ

調査実施

（　　　　）（　　　　）
調査準備

移動実態調査
利用満足度調査
利用者意向調査　等

課題整理及び対応策検討
本格運行に向けた検討

移動実態調査移動実態調査
利用満足度調査利用満足度調査
移動実態調査
利用満足度調査

調査集計

利用者意向調査　等

課題整理及び対応策検討

本格運行に向けた検討

とりまとめ

調査実施査実施調査実施

第１回路線別検討部会

第１回公共交通会議

第２回路線別検討部会

回公共交通会議 第２回公共交通会議回公共交通会議

第３回路線別検討部会

（　　　　）
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第 8 回 港区地域公共交通会議 

議事記録 

 
日時：平成 23年 2月 15日（火）午前 10：00～11：20 

場所：港区議会 議会棟１階 第５、第６委員会室 

<次第> 

１ 開会 

２ 議事 

１）「ちぃばす」新規５路線の実証運行に関する事業検証・評価・改善について（案） 

２）平成２３年度の進め方について（案） 

３ 閉会 

 

<配布資料> 

資料１ 「ちぃばす」新規５路線の実証運行に関する事業検証・評価・改善について（案） 

資料２ 平成２３年度の進め方について（案） 

参考資料１ 座席表 

参考資料２ 港区地域公共交通会議（第七回）議事録 

参考資料３ ハレノヒ 

 

<議事> 

事務局 １ 開会 

 

 ２ 議事 

会 長 それでは、まず議事１）について、事務局から説明を願う。 

 

事務局 １）「ちぃばす」新規５路線の実証運行に関する事業検証・評価・改善について（案） 

 「ちぃばす」は、田町ルート・赤坂ルートの２ルートに加え、平成２２年３月２４日から、芝・

麻布・青山・高輪・芝浦港南の５つのルートの実証運行を開始して、まもなく１年になろうとし

ている。区民の皆様からは、「ちぃばす」のおかげで便利になったという声をよく聞くようにな

り、これも皆様のご協力の賜物である。平成 22年 10月 21 日に第７回港区地域公共交通会議を

開催させていただき、7月 10日（土）及び 7月 14日（水）に実施した移動実態調査及び利用満

足度調査等の結果を踏まえ、実証運行から見えてきた課題についてご議論をいただいた。本日の

「港区地域公共交通会議」では、「ちぃばす」新規５路線の実証運行に関する事業検証・評価・

改善について、（案）としてまとめさせていただいたので、よろしくお願いする。 

  資料１「ちぃばす」新規５路線の実証運行に関する事業検証・評価・改善について（案）に

より説明する。 

        第１章として、「新規５路線の検証」を説明する。 

        第２章として、「新規５路線の評価」を説明する。 

        第３章として、「新規５路線の改善」を説明する。なお、前回の港区地域公共交通会議でいた

だいた金杉橋のバス停留所の移設については、交差点から近いこともあり困難な状況であった

ことを説明する。 
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 〈質疑応答〉 

会  長 かなり幅広い内容となっているため、２つに分けて意見、質問等をお願いしたい。まずは、第１

章の新規５路線の検証について何か意見、質問等はあるか？これは、前回の交通会議（第七回）

で報告した調査結果をさらに５つの視点で内容を深めてまとめたものである。 

 

委  員 まずは新規５路線の検証は、よくまとめられており、素晴らしいと思う。 

 お願いが２つあり、まず一つは保育園や幼稚園に通うために利用できるような時間帯での運行を

考えて欲しい。 

 もう一つは、麻布ルートの区役所前の発着所は、交差点から離すように移動した方がよいと思う。

現在の場所は、大門への左折レーンの少し手前に位置することから危険である。事故につながる

のではないかと心配している。東京都と協議をして、バス２台分の待機場所を確保した方がよい

と思う。 

 

事務局 バスの運行時間帯の延長については、港区では現在、待機児童の問題もあり、いろいろな暫定保

育等を行っている。「ちぃばす」でも子育て支援として、運行時間帯の延長について今後検討し

ていきたいと考えている。また、区役所前の発着所の安全性についても、東京都や警察と協議し

ていきたいと思う。 

 

副会長 幼稚園や保育園の問題については、教育委員会や各保育園等で通学路等が決まっていることから、

教育委員会等とよく相談した方がよい。実際に保育園に通う親子全員が「ちぃばす」を利用する

となると、バスの大きさから考えても乗り切れないのではないか。運行時間帯の延長だけではな

く、他の対策方法も検討した方がよい。 

 

会 長 複合的な視点で検討する。 

 

委 員 待機児童の問題では、「ちぃばす」は支所毎に路線が組まれているが、実際に空いている保育園

に通うには支所を超えた通園となる。例えば、現在空いている保育園としては、青山や麻布の保

育園は空きがある。しかし、港南や高輪の保育園はいっぱいである。自分のことになるが、現在

は高輪から飯倉まで通わせており、「ちぃばす」のルートがない。つまり、空いている保育園に

通うにも、ルートが通っていないため利用できない状況もあることから、一概に運行時間を延長

すれば解決するということでもない。ただ、ルートの変更は非常に困難と思えるため、実際に子

育てしている方の意見も聞くなどして、課題解決に向けて検討して欲しい。 

 

会 長 実際に子育て中の委員からの貴重な意見であるため、そのようなことも考慮しながら検討してい

きたい。 

 

事務局 来年は、保育園や幼稚園の実態を把握するとともに、教育委員会等とも相談しながら検討してい

きたいと考えている。 

 

会 長 他に何かあるか？ 

 

委 員 地球温暖化への対応として、電気自動車バスの歴史は古く、昔から研究されてきたことは分かっ
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た。しかし、地球温暖化の問題は、待ったなしの課題であり、電気自動車バスの導入に向けては、

他の自治体や地域の取り組みをよく研究して、本格的な導入に向けて進めて欲しい。 

 乗り継ぎが少ないという結果があるが、利用者を増やすことは、全体に影響を与えていくことに

なる。７路線となって良い影響も出てきているため、この影響をさらにどれだけ広げていくかが

大事である。乗り継ぎの環境をどれだけ良くしていくかが、利用者の増加にもつながると考えら

れることから、中期的課題とするのではなく、検討した結果、すぐに出来るものであれば、どん

どん取り組んでいくような対応をしてもらいたい。 

 

委 員 ８ページの障害者への配慮において、バスが歩道に近づけないとあるが、横断防止柵（ガードレ

ール）が都バスの大きさに合わせて整備されているところがあるため、「ちぃばす」が前のドア

に合わせて停車すると後ろのドアが柵に掛かってしまい、後ろのドアに合わせて停車すると前の

ドアに掛かってしまう状況になることから、運転士としても歩道から少し離れて停車せざるを得

ない状況になっている。このことから、道路整備によって改善できることもあるのではないか。

また、運転士の話では、バスのドアが外側に出て開く構造となっていることから、歩道に近づけ

ないということも聞いている。しかし、都バスでは、同じドアの構造でも歩道に近づけて停車し

ているバスが多いことから、運転士の技術の向上ももう少し頑張ってもらいたい。 

 

委 員 了解した。 

 

委 員 ホスピタリティという言葉は、コミュニティバスの基本理念にもなる言葉であるが、誰にでも優

しい、地球にも優しいという表現が使われたということは、非常に歓迎すべきであり、喜んでい

る。 

 

委 員 障害者から聞いた話であるが、海外においては、車いすのバス乗降の際に、バス停前のコンビ

ニがスロープ板を設置し、高齢者や障害者が容易に買い物ができるようなサービスをしている

とのことだ。今回の調査結果によると買い物での利用が多いことから、同様のサービスを行う

ことで、コンビニの利用者も増加し、まちの活性化にもつながることから、このようなことも

一つの方法であると思う。 

 

会 長 今後の検討の素材としていきたい。 

 新規５路線の検証については、特に子育て支援や障害者への配慮ということで、運転士への指導

ということも含め、表現の修正をする形で報告書をまとめさせていただきたい。 

 続いて、第２章以降の収支率や改善に向けて取り組んでいる内容、今後の取り組み案について、

何か意見、質問等はあるか？ 

 

副会長 第２章については、もっと分析する必要がある。収支についても、現段階では数値が安定してい

ないため今年は仕方ないが、路線別の収支と利用者を増加させる方法、対応への限界度など、色々

な分析をしていく必要がある。課題の解決方法についても、サービスを増やす議論については、

もちろん行って欲しいが、税金で運行している以上、どこまでのサービスとするのかについては、

よく議論する必要がある。サービスを増やすだけではなく、税金を払っている区民がサービスを

選択できるような指標を作成することも考えられる。 
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会 長 来年度も同様に調査を行うため、それらを踏まえながら、より詳細な検討、分析等を行っていく

ことで対応していきたい。その際には、専門的な見地からアドバイス等をいただきたい。 

 

委 員 麻布ルートは、距離が長く、車両台数も６台であるため収支率が悪くなっている。距離を短くす

るためには、麻布地区総合支所のみを通り、区役所は芝ルートに任せて麻布ルートは通らなくて

もよいのではないか。麻布地区から区役所や芝公園地区に向かう利用者の実態を調査すれば、あ

まり多くないことが言えると思う。それであれば、区役所までのルートをカットすることによっ

て収支も改善され、さらには所用時間も短くなり利用しやすくなるのではないか。このように、

増やすことばかりではなく、カットすることもこれからの検証の材料として考えて欲しい。 

 

委 員 麻布ルートの場合は、区役所に行くためには、六本木ヒルズを通り、複雑なルートを経由するた

め時間が掛かる。このことから、二の橋周辺から区役所に行くには、多少料金はかかるが、都バ

スを利用した方が早い。現在の複雑なルートは検証する必要があると思う。 

 ２月３日に善福寺において福沢諭吉の命日の法要が行われたが、その際に慶応幼稚舎の親子が

「ちぃばす」を利用したため、車内が満員となり高齢者が乗れないような状況になっていた。こ

のような場合には、少し規制することも考えてよいのではないか。 

 

事務局 麻布ルートについては、循環方式となっていることもあり、色々と課題が見えてきたため、今後

様々な視点から検証していきたいと考えている。 

 

委 員 バスルート変更が長期的課題となっているが、本当にそのタイミングでよいのか。サービス水準

を落とすことなく余計な部分を何とかしたり、現在の６台を３台と３台に分けて２ルートにする

など、色々な検討ができると思う。ここで言っているバスルートの変更がどの程度のものを意味

しているのかを良く理解していないこともあるが、もう少し早いタイミングで大きく変更しなく

ても対応できるバスルートの変更を考えた方がよいと思う。 

 

会 長 バスルートの変更の内容によって可能なことであれば、短期や中期にも分けて記載することは可

能か？ 

 

事務局 バスルートの変更は、様々な要望から路線を延ばすというイメージである。しかし、６台を３台

と３台に分けるというバスルートの変更もあるということであることから検討していきたい。 

 

会 長 バス停の移動、新規設置は、いつからなのか？ 

 

事務局 今週からバス停の設置工事を始め、４月中旬頃に供用開始を予定している。３月 21 日号の「広

報みなと」において、バス停の追加や供用開始時期について、周知させていただきたいと考えて

いる。 

 

会 長 概ね来年度早々には改善するということか？ 

 

事務局 そうである。 
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委 員 バス停名称の変更は早急な対応で良いが、バス停の屋根を整備するとなると、屋根は恒久的なも

のであるため、ルート変更の可能性があると場所については、よく考え慎重に対応する必要があ

る。 

 

副会長 「ちぃばす」の運行にあたっては、負担するのもサービスを受けるのも区民であるということを

前段部分に記載しておいた方がよい。全体的にサービスを膨らませる議論がされているが、それ

はそれで重要なことではあるが、どこまで行うのかを考えながら進めるべきである。交通会議と

いう立場である以上、公平性も含めて最初に記載した方がよいのではないか。 

 

会 長 平成 21年 3月に定めた「地域交通サービス実施計画」の中に、そのような観点が述べられてお

り今回の報告書にも記載しているが、改めて確認しながら、前書きするように検討すべきと思う。 

 

委 員 既存２路線が運行したときも色々と意見はあったが、コミュニティバスは区民の足として広がっ

てきた経緯がある。それによって、各地区より請願書が出され、今回の新規５路線の実証運行に

つながったのであるが、地域の活性化や区民の利便性など、「ちぃばす」を通じて区に愛着を持

つという側面を持つ可能性もあることから、各地区公平に「ちぃばす」が整備されることも重要

である。また、「ちぃばす」を定着させるための仕組み作りも必要であり、区民からの要望をど

のように反映できるかを考えることから出発していくことが大事であると思う。 

 麻布ルートは、非常に時間の掛かるルートである。しかし、コースを選べば公共施設だけを通る

ルートも設定できるし、新たにルートを増やすということではなく地区内で対応できるルート変

更もあるということから、できるだけ早い時期に結果を出せるようなことを各ルート毎に行って

欲しい。 

 

会 長 委員からの意見や前書きの必要性等を踏まえ、報告書を適宜修正することについて、事務局に一

任して良いか。 

 

委員一同 異議なし。 

 

会 長 4月中旬の追加バス停の供用開始に向けては、がんばってもらいたい。 

資料１については、了承をいただいたということにしたい。 

 続いて議事２）について、事務局より説明願う。 

 

事務局 ２）平成２３年度の進め方について（案） 

  ・資料２ 平成２３年度の進め方について（案）より説明 

 

 〈質疑応答〉 

会 長 何か意見、質問等はあるか？ 

 

委 員 改善を進めていく中で、やれることは時期にこだわらずに進めて欲しい。 

 

事務局 利用促進を考える一方で、税金を使って運営していることを念頭に置きながら、改善に取り組ん

でいきたいと考えている。 
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会 長 本日の意見を受け、改善面については、前倒しで出来ることもあることから、来年度の第１回の

公共交通会議は、内容に応じて時期を早めて開催することも考えられる。 

 特に意見がないようであれば、事務局の提案の内容で来年度も進めていきたい。 

 

委 員 先日の交通環境等対策特別委員会において報告があったが、この場でも台場地区への対応はどの

ように考えているのかを説明して欲しい。 

 

会 長 シャトルバスについて、事務局より説明願う。 

 

事務局 台場地区に「ちぃばす」を運行させるためには、レインボーブリッジを通る必要があり距離が長

くなってしまうことや、経由すべき公共公益施設が無いということから、台場地区に「ちぃばす」

を運行することを断念した経緯がある。しかし、台場地区の住民から地域交通の改善を図って欲

しいという要望も多かったことから、民間企業がコンパクトに集積している状況や都内有数の観

光地であるといった台場地区の地域特性を活かし、民間活力を活用して、台場から田町駅、品川

駅までのシャトルバスの導入について港区で検討していくことになった。台場地区には、様々な

企業や集客施設があることから、それらの民間活力を活用しながら、コミュニティバスではない

シャトルバスということで検討を進める。ある程度まとまった段階で、地域公共交通会議にも諮

らせてもらいたいと考えている。 

 

会 長 他に意見がなければ、議論を終了したい。 

 

 ３ 閉会 

会 長 これを持って港区地域公共交通会議及び作業部会を閉会する。 
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